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近隣自治体では、研修やインターンシップなどに対する
宿泊費補助も行っているが、本市で同様の制度を導入でき
ない理由は何か。

今後、試行的に宿泊費補助制度を実施する予定はあるの
か。

保護者からの過度な苦情や威圧的な言動に関する実
態をどのように把握しているのか、現状を伺う。

カスハラ対応能力を高めるために教職員向けの研修
や情報共有の場の確保について、どのような取組がな
されているのか。
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市として、観光客向けの宿泊費補助制度を導入する考え
はあるのか。

宿泊費補助によって観光客の滞在を促進し、地域経済の
活性化につなげることについて、市の見解を伺う。

近年、保護者から教職員への過度な要求や威圧的な言動、い
わゆるカスタマーハラスメント（以下、カスハラ）が教育現場
で問題となっている。教職員が安心して職務に取り組める環境
を守ることは、こどもたちの健やかな学びを支えるためにも重
要である。この件について、市の現状と今後の対策について、
以下伺う。

　市内の小中学校におけるカスハラの実態把握について。

富士宮市内の小学
校、中学校におけるカ
スタマーハラスメント
について

市内宿泊者数の現状と課題について、どのように分析し
ているのか。

適切な初期対応を行えるよう、マニュアルや指針の
整備状況と今後の方向性を伺う。

他の自治体では、教育委員会が対策指針を定める事
例もある。本市でも独自に策定する考えがあるのか。

　教職員の相談体制及び精神的支援について。

　学校現場における初期対応のマニュアルについて。

　市独自のカスハラ対策指針の策定について。

　教職員向けの研修や啓発活動の実施状況について。
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カスハラを受けた教職員に対し、相談窓口や心のケ
アなど、どのような支援体制を整えているのか。

富士宮市は豊かな観光資源に恵まれているものの、観光客の
多くが市内に滞在せず「通過型」となっている現状がある。滞
在促進のため、宿泊費補助制度の導入について、以下伺う。

宿泊費補助制度につ
いて

　保護者への理解促進と啓発の取組について。

学校と保護者の適切な関係づくりのために、市とし
てどのような啓発活動や情報発信などを行っているの
か。
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